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 先週の日曜日に、わたしたちはクリスマス礼拝、イブ礼拝の二つの礼拝をささげ、神の御子のご降誕を多くの方の

出席のもとで共に喜び祝う時を持ちました。主日礼拝のあとには祝会が催され、それぞれのクラスによる劇や演奏な

どが披露されて、みんなでクリスマスをお祝いすることができたことを嬉しく思います。今日は大みそかですが、今

年最後のこの日が日曜日となりました。この一年の歩みを感謝しつつ、本日の礼拝の恵みに与かりたいと思います。 

 本日の聖書箇所では、イエスが誕生して 40 日たった後、律法の定めにしたがって両親がエルサレムに上った時の

出来事が書かれています。ユダヤでは第 1 子として生まれた男の子は、三つの儀式を受けることになっていました。

第一は割礼であり、それは生まれて 8 日目に受けました。これはユダヤ人にとって非常に大切な儀式と見なされてい

て、たとえ 8 日目が安息日であっても執り行われました。同時に、この日に名前がつけられました。生まれてから 8

日目が男子の命名日ともなったのです。二番目の儀式は、「長子のあがない」という儀式でした。子どもは神から与

えられたものであり、特に最初に生まれた男子は、神から買い取るために神殿に出向き、祭司にお金を払って買い取

ったのです。イエスの時代には銀貨 5 シェケル（5 デナリオンに相当）を代価として払ったといいます。そして、三

番目が出産後の清めの儀式です。それは、男児の場合出産から 40 日目に行われました。子どもを産んだ婦人が神殿

に出入りしたり、宗教的儀式に参加することが許されたのは 40 日後でした。その際に、清めのための犠牲の動物と

して小羊または鳩がささげられました。ただ、貧しい家庭では小羊をささげることが経済的に大変だったため、山鳩

2 羽を用意しました。ヨセフとマリアの家庭は決して経済的に恵まれた裕福な家庭ではなく、当時のユダヤのどこに

でもあるようなごくふつうの家庭でした。イエスは、少しの贅沢も許されない、家族みんなが食べて行くことの大変

さを知っていた、当時としては平均的なユダヤの家に生まれ育ったのであります。 

 こうして、このヨセフとマリアの夫婦が、幼子を主にささげるために神殿の境内に入った時のことです。シメオン

という人が幼子を連れた夫婦の側に近づき、母親から幼子を受け取って抱き上げたというのです。通常、幼子を主に

ささげるという儀式を行なう役割を担ったのは、神殿に仕える祭司でありました。少し話が脇道にそれますが、私ど

もの教会でも同じような式（かつては献児式と言われました。今は嬰児祝福式と呼ばれています）を行う際に、私

は、祝福のお祈りをしたあと幼子を抱きかかえるという特別な恵みに与からせて頂いています。生まれて数ヵ月とい

う赤ちゃんですが、その時は、その子の性格や感受性がよく表れる瞬間です。泣き出す子、興味深そうに私を見る

子、そして、初めて私に抱っこされても物おじもせず堂々としている子など様々です。やがて、その子が幼稚園に入

るくらいの年になると、抱っこしたときの印象、その時の感覚がそのまま残っているということがよくある。不思議

なものです。「三つ子の魂百まで」といいますが、三つ子どころか「0 歳児の魂百まで」ではないかと思うくらいで

す。ところで、本日の聖書箇所で、幼子をその腕に抱きかかえるという役割を担った人は祭司ではありませんでし

た。多くの人々のささげものを毎日受け取ることが仕事となっていた祭司、そのため、一人一人のささげものに少し

も感動しなくなっていたかもしれない祭司ではなく、シメオンという正しい信仰を持っていた一信徒であるこの人 

が、祭司に代わって幼子を受け入れ、取り抱き上げたというのです。なぜ、シメオンなのか。実はシメオンは、主が

遣わすメシアに会うまでは決して死なない、というお告げを聖霊から受けていました。ここに、福音書記者ルカの特

別な視点があります。ルカによる福音書が描くクリスマスの物語の根底を流れているのは聖霊だということです。第

1 章で、祭司ザカリアが妻エリザベトによって男の子を産むというお告げを天使から受けます。その子は、母の胎内

にいる時から聖霊に満たされていると主の天使は告げるのです。こうしてザカリア夫妻に与えられた子がバプテスマ

のヨハネでした。続く 1 章の後半では、マリアがイエスの母となることを知らされる出来事、受胎告知と呼ばれる出

来事が記されますが、ここでは、マリアのお腹の中の子は聖霊によるものであると知らされます。そして、本日の箇

所で神の子をその両腕に抱きあげた人は、シメオンという老人で、聖霊がその上に留まっていた人だったというので

す。そのシメオンが、幼子を両腕に抱きながら、神をほめたたえる次の言葉を発しました。29 節以下です。「主よ、

今こそあなたは、お言葉どおり/この僕を安らかに去らせてくださいます。/ わたしはこの目であなたの救いを見たか

らです。/ これは万民のために整えてくださった救いで、/ 異邦人を照らす啓示の光、/ あなたの民イスラエルの誉

れです」 

 ルカによる福音書は、主イエスの誕生をめぐって 4 つの賛歌を書き記しました。第一は、イエスの母マリアがバプ

テスマのヨハネの母となるエリサベトと出会った時歌った賛歌です「わが心は、主をあがめ」で始まるこの曲はラテ

ン語で「マグニフィカート」ということから、「マグニフィカート」といいます。二つ目はバプテスマのヨハネが生



まれた時、それまで口が利けなかったザカリアの口が開いて賛美し始めた歌で、同じラテン語で「ベネディクトス」

（ほめたたえよ）といいます。三番目はキリスト誕生の夜、羊飼いたちが聞いた天使の歌で「グローリア インエク

セルシス デオ」日本語で「いと高きところには,栄光神にあれ」と言われる賛歌「グローリア」です。そして最後の

四番目が本日の「シメオンの賛歌」です。これもラテン語で、「今こそ去らせてください」の意味を持つ「ヌンク デ

ィミトス」といいます。以上の４つの賛歌の中で 4番目のシメオンの歌は、ほかの３つほどは広く知られていないか

もしれません。それは、この歌がクリスマス当日ではなく、他の日に歌われたからです。カトリック教会ではこの歌

を、クリスマス・イブの日から 40 日目ではなく、8 日目つまり、大みそかの日に歌いました。イエス誕生の日から

数えで 8 日目に「今こそ安らかに去らせてください」と歌うことは、痛ましい戦争が繰り広げられた今年、2023 年

にはむしろふさわしいことではないかと思わされます。 

 「主よ、今こそ、この僕を安らかに去らせてくださいます」とのシメオンの言葉、それは「今こそ、安らかにこの

世を去れる」つまり「これで安心して死ねる」という意味です。「主よ」と訳されるもとのギリシャ語はクリストス

＝救い主ではなく、召使いを多く持つ主人、または船員を雇う舟のオーナーなどを指す言葉です。つまり、シメオン

にしてみれば神さまは主人であり、メシアに会うこと、エルサレムに救い主が来られることを見届けることが、彼の

人生最大の使命、仕事だったのです。そのことこそ、シメオンが神さまに伝えたいことだったのです。そして、つい

にシメオンは、幼子を腕に抱いて、イエスをメシアと告白する！しかも、これを最後に、もはや二度と聖書に登場す

ることはありません。この賛歌を歌い上げ、預言の言葉をマリアに語り終えると、成すべきことのすべてをなし終え

たように聖書の舞台から消えるのです。このあとに登場するアンナという女預言者も同じです。彼女もまた、シメオ

ンが幼子を抱き上げているときに、近づいてきて、神を賛美し、人々に幼子のことを話したとあります。84 歳とい

う彼女の年齢は、7×12＝84 ということで、7，12 という完全数同士の積にあたる数です。十分過ぎるほどに長い期

間、救い主の到来を待っていたということです。このことから私は思います。その一つ目は、クリスマスは、決して

子どもたちや若い人たちだけが主役というお祝いの日ではない、ということです。本日の箇所の主役はこのシメオ

ン、またアンナです。彼らこそ、「わたしはこの目であなたの救いを見た」という告白をする者となっているので

す。年を重ねてきた人々にとっても、クリスマスは大きな喜びの出来事なのですね。 

 二つ目に思うことは「救いを見る」ということの大切さです。シメオンもアンナも救いを待ち望みながら生きてい

ました。「そのうち見るだろう」と漫然と過ごしていたのではありません。確信して、待ち望んでいたのです。そう

して、救い主として生まれた幼子と出会ったのです。多くの場合、私たちは救いの言葉を、耳で聞くものです。ある

いは、本で読むこともあるかもしれません。しかし、今日の聖書は「救いを見た」と書くのです。私たちも、救いを

是非この目で見る者になりたいと思います。救いを目で見ることができれば、私たちの信仰はより強められ、祝福さ

れるのではないでしょうか。新しい年は、神さまの救いが目に見えるようなかたちで次々にこの教会で起こされる、

そのような年になることを心から願う次第です。 

 ただ、シメオンはイエスによってもたらされる救いには「痛み」がともなうことも預言しました。やがて成長し

て、神の国を宣べ伝える働きをするこのお方が、多くの人を倒し、また立ち上がらせることになる。さらに、多くの

人から反対を受けるしるしとなるというのです。「倒す」とは「躓かせる」ということです。シメオンの預言のとお

り、イエス・キリストはイスラエルの民の指導者たちから反対を受け、民衆たちの期待に応えることができないまま

に、罪人のひとりに定められ、十字架につけられ、死んで葬られました。しかし、このお方は復活され、墓を打ち破

って弟子たちに現れて下さいました。そうして、弟子たちを再び立ち上がらせたのです。十字架と復活という出来事

を通して、私たちを滅びから救い出してくださったのです。マリアは幼子を神にささげたこの日から、わが子の特別

な運命を引きずり込まれることになるのです。飼い葉桶に生まれ、十字架におかかりになって死なれたイエスという

このお方こそ、すべての異邦人の光であります。このお方によって、すべての人が救われることを信じ、世界に平和

が来ることを祈りつつ、新しい年を希望の光のもとに迎えたいと思います。 

 

お祈りいたします。 


